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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第４期
第３四半期
連結累計期間

第５期
第３四半期
連結累計期間

第４期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年12月31日

自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上収益
（千円）

4,886,936 5,287,431 7,484,960

（第３四半期連結会計期間） (1,668,383) (1,782,237)  

税引前四半期利益又は税引前利益 （千円） 634,434 632,712 1,152,665

親会社の所有者に帰属する四半期

（当期）利益 （千円）
416,672 538,959 758,350

（第３四半期連結会計期間） (158,726) (231,556)  

親会社の所有者に帰属する四半期

（当期）包括利益
（千円） 416,672 538,959 758,350

親会社の所有者に帰属する持分 （千円） 10,246,086 11,693,584 10,587,764

総資産額 （千円） 21,101,199 22,148,883 20,731,029

基本的１株当たり四半期（当期）利益
（円）

23.84 30.28 43.39

（第３四半期連結会計期間） (9.08) (12.90)  

希薄化後１株当たり四半期（当期）利益 （円） 23.51 29.86 42.80

親会社所有者帰属持分比率 （％） 48.6 52.8 51.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,314,525 1,040,588 2,025,397

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △482,660 △849,185 △671,501

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △564,231 △120,543 △1,021,917

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,014,994 1,150,200 1,079,340

（注）１．当社は要約四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上収益には、消費税等は含まれておりません。

３．上記指標は、国際会計基準（以下「IFRS」という。）により作成された要約四半期連結財務諸表及び連結財

務諸表に基づいております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末における資産、負債及び資本の状況は次のとおりであります。

（資産）

　流動資産は前連結会計年度末と比較して848,967千円増加し、3,454,676千円となりました。

　流動資産の増加の主な変動要因は、契約コスト635,959千円、現金及び現金同等物70,859千円の増加等によるも

のです。

　非流動資産は前連結会計年度末と比較して568,886千円増加し、18,694,206千円となりました。

　非流動資産の増加の主な変動要因は、有形固定資産341,499千円、使用権資産102,703千円、その他の金融資産

118,094千円の増加等によるものです。

　この結果、資産は前連結会計年度末に比べ1,417,854千円増加し、22,148,883千円となりました。

 

（負債）

　流動負債は前連結会計年度末と比較して718,737千円増加し、3,886,293千円となりました。

　流動負債の増加の主な変動要因は、リース負債136,493千円、契約負債738,400千円の増加、未払法人所得税等

156,639千円の減少等によるものです。

　非流動負債は前連結会計年度末と比較して406,703千円減少し、6,569,005千円となりました。

　非流動負債の減少の主な変動要因は、借入金344,823千円、繰延税金負債105,292千円の減少等によるものです。

　この結果、負債は前連結会計年度末と比較して312,033千円増加し、10,455,299千円となりました。

 

（資本）

　資本は、前連結会計年度末と比較して1,105,820千円増加し、11,693,584千円となりました。

　資本の増加の変動要因は、資本金290,872千円、資本剰余金276,060千円、利益剰余金538,959千円の増加等によ

るものです。

 

(2）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における給与計算アウトソーシング業界の動向は、コロナ禍におけるDXやテレワーク

の推進、加えて、BCP対策に関する意識の高まり等により、大企業を中心に様々な企業が給与計算のアウトソーシ

ングを検討しており、需要は堅調に推移しております。

 

このように需要が堅調に推移している中、当社グループは営業案件に対するリードナーチャリング（※1）によ

り、継続的なコミュニケーションを通じて、適切なタイミングでのアプローチを実施したことで、新規営業開拓は

順調に推移し、新規顧客受注は計画通り進みました。

 

売上収益は、既存顧客売上においてコロナ禍による給与計算人数の減少の影響を受け、売上が減少しましたが、

新規稼動による売上収益の増加でカバーし、前年同期と比べ増加いたしました。

 

利益面では、上期において上場関連費用や本社全面リニューアル、７月１日に開設した高松BPOセンター、８月

２日の札幌拠点の統廃合（※2）による一時的な費用が発生しました。また、上期より上場に伴う管理部門の体制

強化や下期に向けた稼動体制強化により先行的に人件費が増加した結果、営業利益は前年同期と比べ減少いたしま

した。

ただし、これらの費用増加は、業績予想（2021年６月22日開示）に織り込まれているものであり、想定の範囲内

であります。

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、上場に際して行われた公募増資により資本金が増加したことに伴い、

外形標準課税が適用されたため、税率変更により繰延税金負債の取り崩しが生じ、前年同期と比べ増加いたしまし

た。
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　以上の結果、売上収益5,287,431千円（前年同期比8.2％増）、営業利益674,654千円（前年同期比2.6％減）、税

引前四半期利益632,712千円（前年同期比0.3％減）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は538,959千円（前年

同期比29.3％増）となりました。

 

　なお、単独年末調整補助業務（※3）は、高松BPOセンターの開設により受託キャパシティーが拡張できました。

これにより、今期の受託は前年比59％増の３億円となりました。単独年末調整補助業務は、2022年１月の売上とな

ります。なお、給与計算業務を受託している顧客の通常の年末調整補助業務と合わせ約11億円の売上の見込みであ

ります。

さらに、当社の事業は、ストック型のリカーリング・ビジネスであり、この事業形態は期首より売上収益、およ

び利益が概ね確定しており、キャッシュフローが安定している特長があります。この事業特性を踏まえ、当社は、

株主に対する利益還元を重要な経営上の施策の一つとして認識しております。一方で、将来の成長投資に必要とな

る内部留保の充実と、財務基盤の確立、株主への利益還元を総合的に勘案することが大切だと考えており、当社の

資本コストを上回る投資案件がある場合には、企業価値向上につながる戦略的投資を実行し、持続的な売上収益及

び利益の成長を実現することと、それを可能とする健全な財務基盤の確立を優先することが、株主の皆様との共通

の利益の実現に資すると考えております。したがって当社は、長期的には30％程度の連結配当性向を目標としつ

つ、当面の間は上記政策に沿う範囲の中で、株主の皆様に対して、安定的かつ継続的な増配を実現する形で剰余金

の配当を行うことを基本方針としております。

これらの方針に基づき、当期の期末配当金を１株当たり５円といたしました。

 

また、株主の皆様の日頃からのご支援に感謝の気持ちを表すとともに、当社事業へのご理解をより一層深めてい

くために上場記念株主優待を実施することといたしました。2022年６月末日の株主名簿に記載または記録された当

社株式３単元（300株）以上を保有されている株主様を対象とし、対象株主様お一人につき、一律3,000円分のQUO

カードを贈呈いたします。

 

（※1）リードナーチャリング：潜在的なニーズを持つ見込み顧客（リード）の購買意欲を高め、将来的な受注に

つなげていく手法

（※2）2021年８月２日をもって、北海道プロセスセンターと北海道セットアップセンターを統合し、新たに札幌

BPOセンターを開設

（※3）給与計算を受託していない企業に対して、年末調整補助業務だけを提供するサービスであり、利益面の貢

献だけでなく、フルスコープ型給与計算の受託リード案件に繋げる施策

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ70,859千円増加し、

1,150,200千円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果の収入は1,040,588千円（前年同期は1,314,525千円の収入）となりました。

　主な要因は税引前四半期利益632,712千円、減価償却費及び償却費855,205千円、契約負債の増加額738,400千円

等のプラス要因が、契約コストの増加額635,959千円、法人所得税の支払額371,169千円等のマイナス要因を上回っ

たことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は849,185千円（前年同期は482,660千円の支出）となりました。

　主な要因は、有形固定資産の取得による支出370,512千円、無形資産の取得による支出487,031千円によるもので

あります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は120,543千円（前年同期は564,231千円の支出）となりました。

　主な要因は、株式の発行による収入561,640千円、長期借入金の返済による支出350,000千円、リース負債の返済

による支出329,484千円によるものであります。
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(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(7）研究開発活動

該当事項はありません。

 

(8）経営成績に重要な影響を与える要因

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。

 

(9）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①資本の財源

　当社グループは、設備投資や運転資金のために、最適な資金確保と流動性の保持及び健全な財政状態を維持

することを財務方針としております。

　資金の流動性については、現金及び現金同等物に加え、金融機関とコミットメントライン契約を締結してお

り、成長を維持するために必要とされる十分な流動性を確保していると考えております。

 

②資金の流動性

　資金の流動性については、「(3) キャッシュ・フローの状況」に記載しております。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 65,000,000

計 65,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2021年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,964,200 17,964,200
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお、

単元株式数は100株

となっております。

計 17,964,200 17,964,200 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2022年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年10月１日～

2021年12月31日（注）
39,000 17,964,200 10,054 389,707 10,054 289,707

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2021年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,923,600 179,236

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。な

お、単元株式数は100株

となっております。

単元未満株式 普通株式 1,600 － －

発行済株式総数  17,925,200 － －

総株主の議決権  － 179,236 －

（注）単元未満株式欄の普通株式には、当社所有の自己株式が38株含まれております。

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る要約四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【要約四半期連結財務諸表】

（１）【要約四半期連結財政状態計算書】

    （単位：千円）

 注記
前連結会計年度
（2021年３月31日）

 
当第３四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

資産     

流動資産     

現金及び現金同等物  1,079,340  1,150,200

営業債権  522,521  557,043

契約コスト  774,539  1,410,498

その他の金融資産 ９ 54,877  109,727

その他の流動資産  174,429  227,207

流動資産合計  2,605,709  3,454,676

非流動資産     

有形固定資産  164,316  505,815

使用権資産  1,208,265  1,310,969

のれん  11,015,117  11,015,117

無形資産  5,455,852  5,460,981

その他の金融資産 ９ 271,120  389,214

その他の非流動資産  10,647  12,107

非流動資産合計  18,125,320  18,694,206

資産合計  20,731,029  22,148,883

     

負債及び資本     

負債     

流動負債     

借入金 ９ 690,396  691,886

リース負債  327,667  464,161

営業債務及びその他の債務  452,677  539,190

未払法人所得税等  300,595  143,955

引当金  21,918  －

契約負債  873,515  1,611,915

その他の流動負債  500,785  435,183

流動負債合計  3,167,555  3,886,293

非流動負債     

借入金 ９ 5,033,988  4,689,164

リース負債  923,945  911,735

引当金  100,378  156,000

繰延税金負債  917,396  812,103

非流動負債合計  6,975,709  6,569,005

負債合計  10,143,265  10,455,299

資本     

資本金  100,000  390,872

資本剰余金  7,899,024  8,175,085

利益剰余金  2,588,739  3,127,699

自己株式  －  △72

親会社の所有者に帰属する持分合計  10,587,764  11,693,584

資本合計  10,587,764  11,693,584

負債及び資本合計  20,731,029  22,148,883
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（２）【要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書】

【要約四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円）

 注記
 前第３四半期連結累計期間

(自2020年４月１日
　至2020年12月31日)

 
 当第３四半期連結累計期間
(自2021年４月１日
　至2021年12月31日)

売上収益 ８ 4,886,936  5,287,431

売上原価  △3,587,756  △3,908,022

売上総利益  1,299,180  1,379,409

販売費及び一般管理費  △662,034  △903,237

その他の収益  55,683  199,980

その他の費用  △155  △1,497

営業利益  692,673  674,654

金融収益  2,902  5,059

金融費用  △61,141  △47,001

税引前四半期利益  634,434  632,712

法人所得税費用  △217,761  △93,752

四半期利益  416,672  538,959

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  416,672  538,959

四半期利益  416,672  538,959

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益（円） 10 23.84  30.28

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 10 23.51  29.86
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【第３四半期連結会計期間】

    （単位：千円）

 注記
 前第３四半期連結会計期間

(自2020年10月１日
　至2020年12月31日)

 
 当第３四半期連結会計期間
(自2021年10月１日
　至2021年12月31日)

売上収益  1,668,383  1,782,237

売上原価  △1,207,344  △1,250,473

売上総利益  461,039  531,763

販売費及び一般管理費  △240,333  △309,607

その他の収益  41,294  127,910

その他の費用  △111  △13

営業利益  261,888  350,053

金融収益  984  420

金融費用  △20,208  △14,856

税引前四半期利益  242,664  335,616

法人所得税費用  △83,937  △104,060

四半期利益  158,726  231,556

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  158,726  231,556

四半期利益  158,726  231,556

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益（円） 10 9.08  12.90

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 10 8.95  12.72
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【要約四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円）

 注記
 前第３四半期連結累計期間

(自2020年４月１日
　至2020年12月31日)

 
 当第３四半期連結累計期間
(自2021年４月１日
　至2021年12月31日)

四半期利益  416,672  538,959

その他の包括利益  －  －

四半期包括利益  416,672  538,959

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  416,672  538,959

四半期包括利益  416,672  538,959
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【第３四半期連結会計期間】

    （単位：千円）

 注記
 前第３四半期連結会計期間

(自2020年10月１日
　至2020年12月31日)

 
 当第３四半期連結会計期間
(自2021年10月１日
　至2021年12月31日)

四半期利益  158,726  231,556

その他の包括利益  －  －

四半期包括利益  158,726  231,556

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  158,726  231,556

四半期包括利益  158,726  231,556
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（３）【要約四半期連結持分変動計算書】

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

 

          （単位：千円）

  親会社の所有者に帰属する持分  
資本合計

 注記 資本金  資本剰余金  利益剰余金  自己株式  

2020年４月１日時点の残高  100,000  7,899,024  1,830,389 －  9,829,413

四半期利益  －  －  416,672 －  416,672

その他の包括利益  －  －  － －  －

四半期包括利益合計  －  －  416,672 －  416,672

所有者との取引額合計  －  －  － －  －

2020年12月31日時点の残高  100,000  7,899,024  2,247,061 －  10,246,086

 

 

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

 

          （単位：千円）

  親会社の所有者に帰属する持分  
資本合計

 注記 資本金  資本剰余金  利益剰余金  自己株式  

2021年４月１日時点の残高  100,000  7,899,024  2,588,739 －  10,587,764

四半期利益  －  －  538,959 －  538,959

その他の包括利益  －  －  － －  －

四半期包括利益合計  －  －  538,959 －  538,959

新株の発行  290,872  276,060  － －  566,933

自己株式の取得  －  －  － △72  △72

所有者との取引額合計  290,872  276,060  － △72  566,860

2021年12月31日時点の残高  390,872  8,175,085  3,127,699 △72  11,693,584
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（４）【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円）

 注記
 前第３四半期連結累計期間

(自2020年４月１日
　至2020年12月31日)

 
 当第３四半期連結累計期間
(自2021年４月１日
　至2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前四半期利益  634,434  632,712

その他の収益  －  △127,806

減価償却費及び償却費  763,956  855,205

金融収益  △2,902  △5,059

金融費用  61,141  47,001

営業債権の増減額（△は増加）  10,339  △34,521

契約コストの増減額（△は増加）  △541,389  △635,959

営業債務及びその他の債務の増減額（△は

減少）
 129,158  93,392

契約負債の増減額(△は減少)  789,277  738,400

その他の資産の増減額（△は増加）  △72,059  △54,237

その他の負債の増減額（△は減少）  △24,718  △62,019

その他  △271  1,333

小計  1,746,968  1,448,442

利息の受取額  3  5

利息の支払額  △48,965  △36,690

法人所得税の支払額  △383,480  △371,169

営業活動によるキャッシュ・フロー  1,314,525  1,040,588

投資活動によるキャッシュ・フロー     

有形固定資産の取得による支出  △10,555  △370,512

無形資産の取得による支出  △468,189  △487,031

敷金及び保証金の差入による支出  △7,914  △25,977

敷金及び保証金の回収による収入  4,118  57,966

資産除去債務の履行による支出  －  △22,880

その他  △120  △750

投資活動によるキャッシュ・フロー  △482,660  △849,185

財務活動によるキャッシュ・フロー     

株式の発行による収入  －  561,640

長期借入金の返済による支出  △250,000  △350,000

リース負債の返済による支出  △311,605  △329,484

金融手数料の支払による支出  △2,626  △2,626

その他  －  △72

財務活動によるキャッシュ・フロー  △564,231  △120,543

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  267,632  70,859

現金及び現金同等物の期首残高  747,361  1,079,340

現金及び現金同等物の四半期末残高  1,014,994  1,150,200
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

　株式会社ペイロール（以下、「当社」という。）は日本に所在する企業であります。登記している本店は、東

京都江東区有明に所在しております。当社の2021年12月31日に終了する９ヶ月間の要約四半期連結財務諸表は、

当社及びその子会社（以下、「当社グループ」という。）により構成されています。

 

２．作成の基礎

(1）IFRSに準拠している旨

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規

則」（平成19年内閣府令第64号）第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件を満たすことか

ら、同第93条の規定により、IAS第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

　なお、要約四半期連結財務諸表は、年度の連結財務諸表で要求されている全ての情報が含まれていないた

め、前連結会計年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものであります。

　本要約四半期連結財務諸表は、2022年２月14日に取締役会によって承認されております。

 

(2）測定の基礎

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原価

を基礎として作成しております。

 

(3）機能通貨及び表示通貨

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、千円未満

を切り捨てて表示しております。

 

３．重要な会計方針

　当社グループが本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、前連結会計年度に係る連結財

務諸表において適用した会計方針と同一であります。なお、当第３四半期連結累計期間の法人所得税費用は、見

積平均年次実効税率を基に算定しております。

 

４．重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

　要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額

に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行うことが義務付けられております。実際の業績は、これらの見

積りとは異なる場合があります。

　見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの変更による影響は、その見積りを

変更した会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識されます。

　本要約四半期連結財務諸表の金額に重要な影響を与える見積り及び判断は、前連結会計年度の連結財務諸表と

同様であります。

　新型コロナウイルス感染症の影響につきましては、一部の新規の顧客について稼動開始時期が遅れる見込みと

なるなど、限定的ではありますが影響が出ております。これらの事業のマイナスの影響については1年以内に収

束されるとの仮定を置き、現在入手可能な情報に基づき会計上の見積りを行いましたがその見積りに重要な変更

はございません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の収束時期等の見積りには不確実性を伴うため、実際の結果はこれらの仮定

と異なる場合があります。

 

５．事業の季節性

　当社グループは、給与計算サービスの一つとして、年末調整補助業務を提供しており、第４四半期連結会計期

間の売上収益が他の四半期連結会計期間と比較して多くなる傾向にあります。

 

６．セグメント情報

　当社グループは、アウトソーシングBPO事業の単一セグメントとなるため、事業分野ごとの収益、損益及びそ

の他項目の記載を省略しております。
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７．資本及びその他の資本項目

　授権株式数及び発行済株式総数

授権株式数及び発行済株式総数の増減は、以下のとおりであります。

（単位：株）

 
前第３四半期連結累計期間
（自2020年４月１日
至2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自2021年４月１日
至2021年12月31日）

授権株式数   

普通株式 65,000,000 65,000,000

発行済株式総数   

期首残高 17,478,100 17,478,100

期中増加（注）２、３ － 486,100

期中減少 － －

四半期末残高 17,478,100 17,964,200

（注）１．当社の発行する株式は、すべて権利内容に何ら制限のない無額面の普通株式であり、発行済株

式は全額払込済となっております。

２．当社は、2021年６月22日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場にあたり、

428,000株の新株を発行し、資本金が274,647千円、資本剰余金が268,026千円それぞれ増加し

ております。

３．新株予約権の行使による増加であります。

 

　自己株式

自己株式数の増減は、以下のとおりであります。

（単位：株）

 
前第３四半期連結累計期間
（自2020年４月１日
至2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自2021年４月１日
至2021年12月31日）

期首残高 － －

期中増加（注） － 67

期中減少 － －

四半期末残高 － 67

（注）当第３四半期連結累計期間の期中増加は、単元未満株式の買取請求による取得であります。
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８．売上収益

　収益の分解

顧客との契約から認識した収益

（単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自2020年４月１日
至2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自2021年４月１日
至2021年12月31日）

顧客との契約から認識した収益   

給与計算関連サービス 4,877,852 5,279,839

年末調整補助業務 9,084 7,592

合計 4,886,936 5,287,431

 

（1）給与計算関連サービス

　給与計算関連サービスについては、年末調整補助業務を除く給与計算サービス、福利厚生窓口サービ

ス、MPS（直接対応サービス）、その他サービス、データ連携サービス、マイナンバー管理サービスを提

供しております。当該サービスは契約に基づき、サービス内容や当事者間の権利と義務が定められてお

り、当社グループは契約に基づき顧客に対し契約期間に渡り、給与計算関連サービスを提供する義務を

負っております。当該履行義務は、契約期間に渡り顧客に対し契約に基づく給与計算関連サービスを提

供することにより充足されるものであり、収益は当該履行義務が充足される契約期間において、契約に

定められた金額に基づき、各月の収益として計上しております。なお、当該対価の支払いは、各月にお

ける履行義務の充足後、支払区分に基づいた請求締切日から概ね１ケ月以内に受領しており、また初期

導入に係る対価等については、契約時から履行義務の充足までの期間に前受けする形で受領しておりま

す。

 

（2）年末調整補助業務

　年末調整補助業務については、給与計算サービスの一環として年末調整補助業務を提供しておりま

す。当該サービスは契約に基づき、サービス内容や当事者間の権利と義務が定められており、当社グ

ループは契約に基づき顧客に対し対象年度に係る年末調整補助業務を提供する義務を負っております。

当該履行義務は、対象年度に係る年末調整補助業務の完了時点で充足されるものであり、収益は当該履

行義務が充足される時点で、契約に定められた金額に基づき、収益として計上しております。なお、当

該対価の支払いは、契約時から履行義務の充足までの期間に前受けする形で受領しております。
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９．金融商品の公正価値

　金融商品の帳簿価額と公正価値は以下のとおりであります。

（単位：千円）

 

前連結会計年度

（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（2021年12月31日）

帳簿価額 公正価値 帳簿価額 公正価値

償却原価で測定される金融資産     

その他の金融資産 325,998 331,404 498,941 500,761

償却原価で測定される金融負債     

借入金 5,724,384 5,724,273 5,381,051 5,381,002

 

　公正価値の測定方法

現金及び現金同等物、営業債権、営業債務及びその他の債務については、短期間で決済されるものであ

るため、帳簿価額が公正価値に近似しております。

 

金融資産及び金融負債の公正価値は、以下のとおり決定しております。金融商品の公正価値の見積りに

おいて、市場価格が入手できる場合は、市場価格を用いております。市場価格が入手できない金融商品の

公正価値に関しては、将来キャッシュ・フローを割り引く方法、又はその他の適切な評価方法により見

積っております。

 

（1） その他の金融資産

敷金及び保証金は、償還予定時期の将来キャッシュ・フローを、満期までの期間及び信用リスクを

加味した利率により割り引いた現在価値に基づいて算定しております。

長期貸付金は、回収期間にわたる将来キャッシュ・フローを、満期までの期間及び信用リスクを加

味した利率により割り引いた現在価値に基づいて算定しております。

長期未収入金は、回収期間にわたる将来キャッシュ・フローを、満期までの期間及び信用リスクを

加味した利率により割り引いた現在価値に基づいて算定しております。

（2） 借入金

長期借入金は、元利金の合計額を同様の新規借入れを行った場合に想定される利率で割り引いた現

在価値に基づいて算定しております。
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１０．１株当たり情報

　基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

第３四半期連結累計期間

 

前第３四半期連結累計期間

（自2020年４月１日

　　至2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自2021年４月１日

　　至2021年12月31日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益

（千円）
416,672 538,959

親会社の普通株主に帰属しない金額

（千円）
－ －

基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株

当たり四半期利益の計算に用いられた四半期利

益（千円）

416,672 538,959

基本的加重平均普通株式数（株） 17,478,100 17,798,150

　ストックオプションによる増加（株） 247,418 251,303

希薄化後普通株式の期中平均株式数（株） 17,725,518 18,049,453

基本的１株当たり四半期利益（円） 23.84 30.28

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 23.51 29.86

 

第３四半期連結会計期間

 

前第３四半期連結会計期間

（自2020年10月１日

　　至2020年12月31日）

当第３四半期連結会計期間

（自2021年10月１日

　　至2021年12月31日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益

（千円）
158,726 231,556

親会社の普通株主に帰属しない金額

（千円）
－ －

基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株

当たり四半期利益の計算に用いられた四半期利

益（千円）

158,726 231,556

基本的加重平均普通株式数（株） 17,478,100 17,948,170

　ストックオプションによる増加（株） 247,418 257,439

希薄化後普通株式の期中平均株式数（株） 17,725,518 18,205,610

基本的１株当たり四半期利益（円） 9.08 12.90

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 8.95 12.72

 

１１．後発事象

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年２月14日

株式会社ペイロール

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗栖　孝彰

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伏木　貞彦

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ペイロールの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間（2021年10月１日から2021年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021

年12月31日まで）に係る要約四半期連結財務諸表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、要約四

半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算書、要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び要約四半期連結財務諸表注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、「四半期連結財

務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第93条により規定された国際会計基準第34号「期中財

務報告」に準拠して、株式会社ペイロール及び連結子会社の2021年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点にお

いて認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「要約四半期連結財務諸表の

四半期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に

関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の

責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

要約四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

要約四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき要約四半期連結財

務諸表を作成することが適切であるかどうかを評価し、国際会計基準第１号「財務諸表の表示」第４項

に基づき、継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。
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要約四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から要約四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の

四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な

不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、要約四半期連結財務諸表におい

て、国際会計基準第１号「財務諸表の表示」第４項に基づき、適正に表示されていないと信じさせる

事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ

る場合は、四半期レビュー報告書において要約四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起するこ

と、又は重要な不確実性に関する要約四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、要約四半

期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業

は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・要約四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた要約四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに要約四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正

に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・要約四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証

拠を入手する。監査人は、要約四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に

関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー

上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽

減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　上

 
  
　（注）１．上記四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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